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プログラミング言語 R における
2 つの mosaic plot と日本語、多言語表示
藤 本　一 男
概要
　本稿は、カテゴリカル・データの可視化に威力を発揮する mosaic plot の
















Windows、Linux であれ、R の環境で通常の plot 関数のラベル、タイトルで日本
語が正常に出力されるように環境設定されていることを前提にしている（注 1）。 













　1 回目　A 君、100 問中 60 問正解、B 君、10 問中 9 問正解。2 回目　A 君、
10 問中 1 問正解、B 君、100 問中 30 問正解。ここで、回数ごとに比較すれば、
一回目の A 君の正解率：B 君の正解率は、 ＝ 0.6 ＜ ＝ 0.9 となり、B 君
の方が高い（0.6 ＜ 0.9）。二回目については、 ＝ 0.1： ＝ 0.3 であり、こち
らも B 君の方が高い。ここから、1、2 回を合計した総合成績も B 君の方が
正解率が高いように思ってしまう。ところが、これを、1、2 回の合計数で
比較すると、 ＝ 0.55： ＝ 0.35 となり、A 君の方が高い。
　この矛盾のからくりは、回数ごとの受験者数が 100 人と 10 人であること
にありそうなのはすぐに察しがつく。しかし、そうした吟味をしないと、1
回目と 2 回目でともに正解率が A 君より B 君が高いのであるから、総合得









をつくるときは、n ＝の表記が必須であるし、読み取る際も、この n ＝を抜
きに正確な評価はできないのである。
　では、先の例を等幅の積みげ棒グラフで描いてみよう。図1.1のようになる。
1 回目（A1, B1）も 2 回目（A2, B2）も、B の方が正解率は高い。
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　次に、表から、1 回目 2 回目を合計して、それをもとに棒グラフを作成し
てみると図 1.2 のようになる。これでみると、正解率は A ＞ B である。
　この転倒（矛盾）は、積み上げ棒グラフが情報を「n ＝」をグラフの中に取
り込めていないという事情によってひき起こされている。
図 1.1　1 回目、2 回目ごとの正解率の比較
図 1.2　1 回目、2 回目を合計した正解率の比較
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　そこで、開発されたのが mosaic plot である。
3　mosaic plot の機能的特徴
　まずは、mosaic plot による表示を見ていただこう。データは、後に解説




3. 1　二つの mosaic plot
　さて、ここまでは一般名称として「mosaic plot」という語を用いてきたが、










3. 2　mosaic plot の歴史
　その vcd::mosaic（）は、vcd というパッケージで提供されているが、このパッ
ケージ誕生をたどると、今日の mosiac plot への経緯があきらかとなる。
　中心にいるのは、トロント大学の Michael Friendly 教授である。
　Friendly 2002 をもとに整理する。
　詳 細 は、“Advances in Visualizing Categorical Data Using the vcd, gnm and 
vcdExtra Packages in R CARME 2011”,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に記述されている。
　― 1981, 1984 Hartigan and Kleiner
　n 元の分割表を、度数を「タイル」の面積 ~ セル度数に分解して（再帰的）な
mosaic 表示として提示。
　― 1994 Friendly 
　mosaic 表示と対数線形モデルの結合を開発。これによって、観測度数（面
積）と各モデルからの残差を色分けして表示することができることを示す。
　― 1995 CARME1995 において最初の発表（注 4）。
　― 2000 Friendly “Visualizing Categorical Data” 刊行（SAS Institute）。
　― 2002 Friendly「しかし mosaic ライクな表示は、長い歴史を持っている！」
　― 2002 ウィーン工科大学とウィーン経済大学で vcd project 発足 (Kurt 
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ング、mosaic plot、sieve diagram、または association plot などのグラフィカルメ
ソッドなど、分割表を分析するためのさまざまな手法を示すのに役立つ。
4. 2　書式
　3 つの変数で 596 人の観測値をクロス集計した 3 次元配列。変数とそのレベ
ルは以下のとおり。
　名前	 レベル
1．Hair（髪の色） Black 黒、Brown 茶色、Red 赤、Gold 金髪
2．Eye（目の色） Brown 茶色、Blue 青、Hazel 薄茶、Green 緑






















　mosaic 表示は、Hartigan and Kleiner（1984）の統計学論文で示唆されており
Friendly（1994）によって拡張された。mosaicplot は base の graphics による実




















　拡張された mosaic plot として位置付けされている vcd::mosaic（）であるが、
日本語ラベルを用いるのは「簡単」ではなかった。この mosaic を含めて vcd






　上記リストで moasic（）を呼ぶ前に、設定している my.largs ＝の設定が、
mosiac を含めた strucplot frame work でのパラメータ（gpar）の設定であり、こ
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されるし、また、R documentation ページの strucplot を参照しても得られる 
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）。
 ：上述のソースコードでは、これらのパラメー
























図 6.2　vcd::mosaic で表示した HairEyeSex（日本語韓国語混在）
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8. 2　DoubleDecker という mosaic（）のカスタマイズ版
　vcd が提供する便利な機能に、DoubleDecker がある。これは、2 値の目的
変数の結果と独立変数の関係を可視化する機能である。［Meyer2016］には次
のような解説がある。
　Doubledecker プロットは、1 つのカテゴリ（通常は 2 値）変数の他のカテゴリ
変数への依存を視覚化する。内容は、従属変数（結果）を除くすべての次元（他
のすべての変数カテゴリ）に対して垂直分割された mosaic plot である。最後の
変数は、水平分割、タイル間のスペースなし、およびレベルの個別の色に設
定されて視覚化される。
　ここでは、HairEyeSex と同じように日本語化した Titanic のデータを表示
させてみる。ラベルの日本語表示部分は、mosaic で日本語フォントを指定し
たのと同じものを用いている。








　データを準備する。必要になるのは 3 元クロス表なので、1 回目、2 回目

























● mosaic plot は帯棒グラフの表示機能を拡張しながら、カテゴリカルデータ
を可視化するための基本ツールとなっている。





1） ネット上に公開されている日本語利用のための font 設定は、以下のページなどを参照。
 http://d.hatena.ne.jp/MikuHatsune/20120428/1335544822
2） https://ja.wikipedia.org/wiki/シンプソンのパラドックス
3） mosaic plot の「教科書」での扱い。大学の使用される統計学のテキストでは紹介され始めている。
たとえば、稲葉由之 , 2012,『プレステップ統計学 I　記述統計学』（プレステップシリーズ 14）、
弘文堂、ppxx のコラム。
4） CARME（“Correspondence Analysis and Releated Methods”, 対応分析と関連技法に関する国際会議）
会議の歴史は、Greenacre 2017 の「はじめに」にまとめられている。タイトルにあるのは対応分
析であるが、その関連技法に、vcd は含まれており、2015 年のナポリ大会では、vcd の中心人物、












7） 汎関数については、“Advanced R” chap11 Functionals（邦訳『R 言語徹底解説』11 章 p215「汎関数」）
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を参照。
8） vcd::mosaic で日本語がうまく表示できない問題について




 以下にエラー grid.Call.graphics（L_downviewport, name\$name, strict）: Viewport’ cell:
 サイズ＝ S’ was not found
 とエラーになってしまいます。日本語が通らないようなのですが、何か対処法はありますで
しょうか。」






● Winston Chang（石井、河内、瀬戸山、古畠）『R グラフィックスクックブック― ggplot2 による
グラフ作成のレシピ集』オラリー・ジャパン，2013　なお、「ggplot2 による……」は邦題での
サブタイトル。ここの「レシピ 13.15 モザイクプロット」を作成するは、vcd::mosaic を紹介し
ている。
 このレシピの最後に、「モザイクプロットを作成するその他の関数は、?mosaicplot を参照して
ください。」（p316）とあるが（原著でも同様）、vcd::mosaic と graphics::mosaciplot は別ものであ
り、vcd::mosaic の help は、?mosaic である。なお、本書の付録 B「グラフでの日本語フォント
の利用」は、windows や OSX 向けの日本語設定の話と、個別 ggplot2 で日本語をつかえるよう
にする説明だけである。
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